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図表 1 築上町の人口の推移と推計 

第Ⅰ章 築上町の健康に関する概況 

１．人口 

（１）人口の推移 

平成 27 年国勢調査による本町の総人口は 18,587 人であり、昭和 55 年から 7,112 人減

少しています。年齢構成としてはこの 35 年間で、14 歳以下は 62.2%減少し、生産年齢人

口の 15～64 歳においても 40.0%減少しています。一方、65 歳以上の高齢者は増加傾向に

あり、高齢化率（総人口に占める高齢者の割合）が高くなっていることがわかります。（図

表 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：昭和 55 年～平成 27 年 国勢調査 

2020 年、2025 年 国立社会保障・人口問題研究所 

「日本の地域別将来推計人口（平成 30 年 3 月推計）」 
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図表 2 築上町の就業人口の推移 

 

また、本町の就業人口の推移をみると、昭和 55 年以降減少傾向にあり、いずれの産業

においても減少傾向になっています。（図表 2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢構成別の人口をみると、2015 年（平成 27 年）の人口ピラミッドでは、団塊の世代

である 65～69 歳がピークとなっており、10 年後の 2025 年には、そのピークがそのまま

75～79 歳に移動する予想となっています。生産年齢人口の減少とともに少子高齢化がます

ます進み、高齢者医療費や介護給付費などの社会保障費の急増が心配されるのが、いわゆ

る 2025 年問題といわれています。（図表 3） 
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図表 3 築上町の人口ピラミッド（2015 年、2025 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：2015 年 国勢調査 

   2025 年 国立社会保障・人口問題研究所 
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図表 5 築上町と福岡県の出生数と合計特殊出生率 

 

図表 4 築上町・福岡県・全国の高齢化率の推移（％） 

 

（２）高齢化の状況 

2015 年国勢調査による、本町の高齢化率は 34.3%であり、全国、福岡県よりも高くなっ

ています。将来人口推計では、10 年後の 2025 年の高齢化率は 38.0%に達すると予想され

ています。（図表 4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）出生の状況 

本町の出生数は、150 人前後で推移しています。また、合計特殊出生率は県よりも高く、

平成 24 年度には 1.95 に達していますが、人口の維持に必要な合計特殊出生率が 2.08 程

度とされていることを考慮すると、本町の少子化も深刻であると考えられます。（図表 5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※合計特殊出生率：一人の女性が一生に出産する子供の平均数を表す合計特殊出生率 

 

資料：人口動態調査 

資料：平成 17 年、平成 22 年、平成 27 年 国勢調査 

2020 年、2025 年 国立社会保障・人口問題研究所 

「日本の地域別将来推計人口（平成 30 年 3 月推計）」 

 

2005年
(平成17)

2010年
(平成22)

2015年
(平成27)

2020年 2025年

築上町 27.1 30.1 34.3 37.1 38.0

福岡県 19.8 22.3 25.9 28.4 29.6

全国 20.1 23.0 26.6 29.1 30.3
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資料：人口動態調査 

図表 6 築上町の主な死因（平成 28 年度） 

 

図表 7 築上町と福岡県の悪性新生物（がん）の年齢調整死亡率 

 

資料：人口動態調査 

２．死亡・疾病の状況 

（１）死因の状況 

本町の平成 28 年度の主な死因の割合を見ると、悪性新生物が 29.3％と最も高く、肺炎、

心疾患が 12.4％と続く状況です。（図表 6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

悪性新生物（がん）と、生活習慣との関連が深い心疾患及び脳血管疾患の年齢調整死亡

率の推移をみると、悪性新生物は変動は大きいが、心疾患、脳血管疾患においては福岡県

より高い傾向がうかがえます。（図表 7、8、9） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

築上町の全死亡数 

249 人（H27 年度） 
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図表 8 築上町と福岡県の心疾患の年齢調整死亡率 

 

資料：人口動態調査 

図表 9 築上町と福岡県の脳血管疾患の年齢調整死亡率 

 

資料：人口動態調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※年齢調整死亡率：単に、死亡数を人口で除した通常の死亡率を比較すると、地域や年次で年齢構成に差

がある場合、高齢者が多いと死亡率は高くなり、若年者が多いと低くなる傾向がある
ため、年齢構成の異なる地域や年次間で死亡状況の比較ができるよう、年齢構成を調
整した死亡率。 
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図表 10 築上町と福岡県の悪性新生物、心疾患、脳血管疾患の男女別にみた年齢 
調整死亡率（H25～27 年の 3 年間合算） 

 

資料：厚労省 市区町村別生命表 

資料：人口動態調査 

図表 11 築上町・福岡県・全国の平均寿命の推移 

また、築上町における三疾患（悪性新生物、心疾患、脳血管疾患）の年齢調整死亡率を

男女別にみると、特に心疾患は女性よりも男性の方が年齢調整死亡率が高いです。福岡県

と比較しても、男性の悪性新生物以外は全て築上町の方が高い状況です。（図表 10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）平均寿命の推移 

平成 22 年と平成 27 年の平均寿命を比べると、男女ともに伸びていますが、本町は全国

や福岡県に比べて低い状況となっています。（図表 11） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


